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①
伊
達
政
宗 
起 き 
請 

し
ょ
う 

文 もん

　

伊
達
政
宗
が
小
野
崎
彦
三
郎
昭
通
に
宛
て
た
起
請
文

で
す
。
起
請
文
と
は
、
那
智
瀧
宝
印
の
あ
る
護
符
に
書

か
れ
た
も
の
で
、
政
宗
の
花
押
と
血
判
が
あ
り
ま
す
。

誓
約
書
の
よ
う
な
役
割
が
あ
り
、
和
睦
や
同
盟
に
し
ば

し
ば
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
誓
約
内
容
を
記
し
た

「
前
書
」
と
、
誓
約
内
容
を
破
っ
た
際
に
神
仏
か
ら
罰
を

受
け
る
旨
を
記
し
た「
神
文
」「
罰
文
」で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
起
請
文
は
３
か
条
か
ら
成
っ
て
い
て
、
政
宗
と

昭
通
の
密
約
を
裏
付
け
る
も
の
で
す
。

　

先
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
商
家
で
発
見
さ
れ
た
５
通
の
古
文
書
。
こ
れ
ら
は
、
今
か
ら
４
０
０
年
以
上
前
に
、
奥
州
の
武
将
・ 
伊  
達  
政  
宗 

だ 

て 

ま
さ 
む
ね

が
、
額
田
城
主
で
あ
っ
た 
小  
野  
崎  
彦  
三  
郎  
昭  
通 
に
宛
て
た
も
の
で
、
政
宗
が
昭
通
に
内
通
を
誘
っ
た
「
密
書
」
と
も
呼
べ
る
文
書
も
含
ま
れ

お 

の 

ざ
き 
ひ
こ 
ざ
ぶ 
ろ
う 
あ
き 
み
ち

て
い
ま
し
た
。
こ
の
５
通
の
古
文
書
は
、
奥
州
の
伊
達
氏
と
、
額
田
城
主
で
あ
っ
た
小
野
崎
氏
が
密
接
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重

な
史
料
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
５
通
の
古
文
書
に
つ
い
て
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
に
直
し
て
一
般
に
読
め
る
形
式
に
し
た
「
翻
刻
」
と
、
文
の
「
大
意
」

を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
ま
す
。

【
翻
刻
】

　
　
　
　
　

起
請
文
之
事

一
、
南
郷
出
馬
之
上
、
何
迚
も
入
馬
候
儀
、
其
元
へ

可
有
通
信
之
事

一
、
其
元
事
切
候
以
後
、
若
無
事
ニ
取
成

　

事
候
者
、
相
談
之
事

一
、
中
川
北
ニ
江
戸
領
之
内
、
弓
箭
本
意
ニ

　

付
而
者
、
可
宛
行
事
、
此
旨
偽
ニ
候
者
、

　

梵
天
・
帝
尺
・
四
大
天
王
・
堅
牢
地
神
・

　

熊
野
三
所
権
現
・
八
幡
大
菩
薩
・
摩

　

利
支
尊
天
、
惣
而
日
本
国
中
大
小

　

神
祇
、
無
紛
各
々
可
蒙
御
罰
者
也
、

　

仍
如
件
、

　

天
正
十
七
年
（
己
丑
）
十
月
晦
日　

政
宗
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

小
野
崎
彦
三
郎
殿　
　
（
血
判
）

展示の様子

【
大
意
】

　

起
請
文
の
こ
と
。
一
、 
南  
郷 
へ
出
馬
し
た
際
、

な
ん 
ご
う

な
に
が
あ
ろ
う
と
も
（
南
郷
へ
）
着
陣
し
た
時
に

は
、
必
ず
汝
へ
連
絡
を
と
る
こ
と
と
す
る
。
一
、

汝
が
（
佐
竹
と
）
手
切
れ
し
た
後
、
も
し
身
柄
や

所
領
を
保
証
す
る
よ
う
な
必
要
が
生
じ
た
な
ら

ば
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と
。
一
、
那
珂
川
以
北
の

江
戸
氏
の
所
領
の
内
、（
佐
竹
氏
お
よ
び
江
戸
氏

と
の
）
合
戦
で
本
懐
を
遂
げ
た
な
ら
ば
、
所
領
を

 
宛  
行 
う
こ
と
。 
此  
旨 
に
偽
り
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、

あ
て 

が 

こ
の 
む
ね

 
梵  
天 
・ 
帝 

ぼ
ん 
て
ん 

た
い 

尺 
し
ゃ
く

・ 
四  
大  
天  
王 
・ 
堅  
牢  
地  
神 
・ 
熊  
野  
三 

し 

だ
い 
て
ん 
の
う 

け
ん 
ろ
う 

ち 

し
ん 

く
ま 

の 

さ
ん

 
所  
権  
現 
・ 
八  
幡  
大  
菩  
薩 
・ 
摩  
利  
支  
尊  
天 
、
日
本
国

し
ょ 
ご
ん 
げ
ん 

は
ち 
ま
ん 
だ
い 

ぼ 

さ
つ 

ま 

り 

し 

そ
ん 
て
ん

中
す
べ
て
の
大
小
神
々
の 
御  
罰 
を
間
違
い
な
く 
蒙 

お
ん 
ば
つ 

こ
う
む

る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て 
件 
の
と
お
り
で
あ
る
。

く
だ
ん

　

今
回
の
古
文
書
の
発
見
に
伴
い
５
月
３
日
、

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
、
歴
史
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
新
発
見
『
小
野
崎
文
書
』
の
世
界
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
史
料
だ
け
に
関
心
も

高
く
、
会
場
は
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
所
蔵
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
こ
の
５

通
の
古
文
書
が
４
月　

日
か
ら
５
月　

日
ま
で

２７

１２

歴
史
民
俗
資
料
館
で
特
別
公
開
さ
れ
、
連
日
大

勢
の
か
た
が
来
場
し
ま
し
た
。

歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

新
発
見「
小
野
崎
文
書
」の
世
界

新
発
見「
小
野
崎
文
書
」の
世
界

新
発
見「
小
野
崎
文
書
」の
世
界

多くの歴史ファンが
集まったフォーラム

問い合わせ　歴史民俗資料館　　�２９７－００８０

〜
政
宗
の「
密
書
」を
読
む
〜

特　

集



広報なか６月号３

②
伊
達
政
宗
書
状

　

文
禄
２
年
（
１
５
９
３
）
２
月　

日
付
け

１１

で
、
政
宗
が
昭
通
宛
て
に
送
っ
た
書
状
で

す
。
額
田
城
を
退
去
し
た
昭
通
は
、
伊
達
氏

の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
厚
遇
を
受
け
ま
す
。

伊
達
家
臣
と
し
て
の
昭
通
の
様
子
が
読
み
取

れ
ま
す
。

【
翻
刻
】

「
糠
田
彦
三
郎
殿
」

其
後
此
表
之
義
○
○
○
」
床
布
可
有
之
候
、

高
麗
之
儀
」
自
大
明
国
勅
使
被
相
立
」
御
無

事
御
懇
望
候
、
因
茲
」
小
西
摂
津
守
彼
勅
使

同
心
」
近
日
当
津
へ
可
為
着
舟
」
之
由
候
、

於
爰
元
も
御
悦
喜
」
被
思
召
、
彼
御
馳
走
儀
、

各
々
」
支
度
被
仰
付
候
、
此
分
ニ
候
者
」
軈

而
御
帰
路
ニ
候
ハ
ん
哉
、
扨
々
」
旧
冬
ハ
為

届
与
風
ニ
被
御
登
」
之
儀
、
更
々
無
申
斗
候
、

此
等
之
通
」
顕
先
書
候
上
、
途
中
無
相
」
違

御
下
向
ニ
候
哉
、
朝
夕
無
心
元
」
存
斗
候
、

万
吉
期
来
信
候
、」
恐
々
謹
言
、

　

二
月
十
一
日 

政
宗
（
花
押
）

　
　

糠
田
彦
三
郎
殿

【
大
意
】

　

そ
の
後
、
こ
ち
ら（
名
護
屋
）の
こ
と﹇　

﹈

知
り
た
い
で
し
ょ
う
。 
高  
麗 
の
件
は
、 
大  
明 

こ
う 
ら
い 

だ
い 
み
ん

 
国 
よ
り 
勅  
使 
が
立
て
ら
れ
和
議
を
望
ん
で
き

こ
く 

ち
ょ
く 
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め 
小  
西  
行  
長 
が
明
国
の
使

こ 

に
し 
ゆ
き 
な
が

者
を
伴
い
近
日 
当  
津 
（
名
護
屋
）
へ

と
う 

つ

 
着 

ち
ゃ
く 

舟 
す

し
ゅ
う

る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
ち
ら
（ 
秀  
吉 
・
諸
大

ひ
で 
よ
し

名
）
と
し
て
も
喜
ば
し
く
思
わ
れ
、
彼
の
使

者
を
も
て
な
す
た
め
、
各
自
準
備
を
命
じ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
分
な
ら
ば
、
や
が
て
（
京

都
・
国
元
に
）
戻
れ
る
で
し
ょ
う
。
さ
て
、

旧
冬
に
（
昭
通
が
書
状
や
荷
物
を
）
届
け
る

た
め
上
京
し
た
件
、
お
礼
の
申
し
よ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
前
の
書
状

（
同
年
正
月
五
日
付
）
に
明
ら
か
で
す
が
、
途

中
何
事
も
な
く
帰
れ
ま
し
た
か
。
朝
夕
心
配

し
て
い
ま
す
。
で
は
ま
た
次
の
手
紙
で
。

 
恐  
 々

き
ょ
う 
き
ょ
う 
謹  
言 
。

き
ん 
げ
ん

③
伊
達
政
宗
書
状

　

文
禄
３
年
（
１
５
９
４
）
４
月　

日
付
け

１８

で
、
政
宗
が
昭
通
宛
て
に
送
っ
た
書
状
で
す
。

　

前
年
の
９
月
に
朝
鮮
半
島
か
ら
帰
還
し
た

も
の
の
、
本
拠
で
あ
る 
岩  
出  
山 

い
わ 

で 

や
ま 

城 
へ
戻
る
こ

じ
ょ
う

と
は
許
さ
れ
ず
、
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
政

宗
が
送
っ
た
近
況
報
告
で
す
。
豊
臣
政
権
下

に
お
け
る
自
ら
の
立
場
の
安
定
を
、
昭
通
を

は
じ
め
と
す
る
家
臣
に
伝
え
る
こ
と
で
、
家

中
の
統
制
を
は
か
ろ
う
と
い
う
政
宗
の
意
図

が
読
み
取
れ
ま
す
。

【
翻
刻
】

其
後
無
音
之
条
、
及
」
書
状
候
、
此
表
別
而
」

無
替
之
旨
、
両
殿
様
」
弥
々
御
繁
栄
、
御
遊

山
」
迄
候
、
御
前
へ
節
々
」
被
召
出
、
仕
合

如
存
分
候
、」
可
為
大
慶
候
、
尚
以　

子
」
富

塚
近
江
守
口
上
ニ
可
有
之
候
、
恐
々
謹
言
、

　

卯
月
十
八
日 

政
宗
（
花
押
）

　
　

糠
田
彦
三
郎
殿

【
大
意
】

　

そ
の
後
、
音
信
が
途
絶
え
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
書
状
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
ち
ら

（
京
都
）
は
特
に
変
わ
り
は
な
く
、
両
殿
様

（
豊
臣
秀
吉
・
同 
秀  
次 
）は
ま
す
ま
す
御
繁
栄

ひ
で 
つ
ぐ

な
さ
れ
、（
吉
野
の
花
見
に
） 
御  
遊  
山 
な
さ
れ

ご 

ゆ 

ざ
ん

ま
し
た
。（
政
宗
は
両
殿
様
の
）御
前
に
し
ば

し
ば
召
し
だ
さ
れ
、
と
て
も
幸
運
な
こ
と
と

感
じ
て
い
ま
す
。
お
慶
び
く
だ
さ
い
。
な
お

詳
し
い
こ
と
は 
富  
塚  
近  
江  
守 
（ 
宗  
綱 
）
が
口

と
み 
づ
か 
お
う 
み
の 
か
み 

む
ね 
つ
な

頭
で
説
明
す
る
で
し
ょ
う
。
恐
々
謹
言
。



４

④
伊
達
政
宗
書
状

　

文
禄
３
年
（
１
５
９
４
）　

月　

日
付
け

１１

２８

で
政
宗
が
昭
通
に
送
っ
た
書
状
で
す
。
政
宗

の
京
都
で
の
近
況
や
、
留
守
中
の
気
遣
い
へ

の
謝
意
と
と
も
に
、
昭
通
に
対
す
る 
堪  
忍  
分 

か
ん 
に
ん 
ぶ
ん

（
客
将
に
対
す
る 
俸  
禄 
）
の
差
配
が
記
さ
れ
、

ほ
う 
ろ
く

昭
通
が
伊
達
家
の
家
臣
団
に
お
い
て
特
別
な

立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

【
翻
刻
】

其
後
、
此
表
之
儀
、
無
心
」
元
可
有
之
候
、

別
而
」
無
相
替
儀
候
、
追
日
」
両
殿
様
御
前

仕
合
」
如
存
分
候
、
可
為
大
意
、」
長
々
留
守

中
、
諸
」事
機
遣
も
可
有
候
哉
、」察
入
候
、
此

度
随
出
所
」
候
其
方
堪
忍
分
儀
、」
勘
解
由
兵

衛
ニ
申
付
候
、」
在
京
之
上
不
任
存
分
」
事
、

所
存
之
外
ニ
候
、
猶
」
期
来
便
不
能
細
書

候
、」
恐
々
謹
言
、」

　

霜
月
廿
八
日　

政
宗
（
黒
印
）

　

小
野
崎
彦
○
○
殿

【
大
意
】

　

そ
の
後
、
こ
ち
ら
（
京
都
）
の
こ
と
が
気

が
か
り
で
し
ょ
う
。
特
に
、
変
わ
り
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
日
を
追
っ
て
、
両
殿
様
（
豊
臣

秀
吉
・
同
秀
次
）
に
お
会
い
で
き
た
こ
と
は

大
変
幸
運
な
こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
大

変
め
で
た
い
こ
と
で
す
。
長
々
と
（
私
の
）

留
守
中
に
、
諸
事
へ
の
気
遣
い
が
あ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
察
し
入
り
ま
す
。
今
回
の
出

仕
に
よ
る
あ
な
た
の
堪
忍
分
は
、 
勘  
解  
由 

か 

げ 

ゆ 
兵 

ひ
ょ
う

 
衛 （ 
屋  
代  
景  
頼 
）
に
申
し
付
け
ま
し
た
。（
私

え 

や 

し
ろ 
か
げ 
よ
り

が
）
在
京
の
た
め
、（
あ
な
た
に
国
元
の
政
治

等
を
）
存
分
に
任
せ
て
い
な
い
こ
と
は
、
私

の
思
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
す
。
ま
た
、

次
の
便
り
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
細
か
い

こ
と
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
。
恐
々
謹
言
。

⑤
伊
達
宗
実
書
状

　

政
宗
の
九
男
で
、 
亘  
理 
伊
達
氏
二
代
目
で

わ
た 

り

あ
る 
宗  
実 
が
送
っ
た
書
状
で
、
宛
先
の
額
田

む
ね 
ざ
ね

久
兵
衛
は
、
昭
通
の
子
の 
定  
通 
か
、
孫
の 
忠 

さ
だ 
み
ち 

た
だ

 
通 
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
頃
、
額
田
小
野

み
ち崎

氏
は
水
戸
藩
士
と
な
っ
て
お
り
、
恩
義
を

受
け
た
亘
理
伊
達
氏
と
、
水
戸
藩
士
官
後
も

交
流
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
翻
刻
】

御
飛
札
、
殊
押
懸
二
掛
」
送
預
、
誠
以
毎
度
之

御
」
心
付
萬
意
存
候
、
如
仰
之
」
改
年
之
御

慶
、
目
出
度
」
存
候
、
其
許
御
無
異
之
由
」

珍
重
存
候
、
拙
子
事
久
敷
」
相
煩
候
、
于
今

無
然
致
迷
惑
候
、」
猶
自
是
可
得
御
意
候
、」

恐
惶
謹
言
、

 

伊
達
安
房

　

二
月
五
日 

宗
実
（
花
押
）

　
　

額
田
久
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　

御
報

【
大
意
】

　
 
飛  
札 
（
急
ぎ
の
手
紙
）
に
特
に 
押  
掛 
（
馬

ひ 

さ
つ 

お
し 
か
け

具
と
し
て
使
う
組
紐
）
二
掛
を
副
え
て
送
っ

て
い
た
だ
き
、
誠
に
毎
度
な
が
ら
そ
の
お
心

遣
い
に
は
万
感
の
思
い
で
す
。
仰
せ
の
と
お

り
新
年
の
慶
賀
め
で
た
く
思
い
ま
す
。
そ
ち

ら
は
別
条
な
い
と
の
こ
と
で
、
大
変
結
構
な

こ
と
で
す
。
私
の
事
で
す
が
、
久
し
く
病
気

を
患
い
、
今
も
全
快
せ
ず
、
難
儀
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
お
考
え
を
承
り
た
く
存
じ
ま

す
。 
恐 

き
ょ
う 

惶  
謹  
言 
。

こ
う 
き
ん 
げ
ん
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元市議会議員／昭和５９年３月に那珂町議会議員に当
選。平成１７年１月まで那珂町議会議員として、平成
２４年３月まで那珂市議会議員として在職し、２８年の
長きにわたり、郷土を愛する情熱と行動力で議員活
動を精力的に行い、今日の市発展のためにご尽力さ
れました。さらに、平成７年３月から平成１２年３月
までの５年間にわたり那珂町議
会議長として在職をはじめ、茨
城県町村議長会副会長、那珂瓜
連地区消防事務組合議会議長等
を歴任しました。議長として議
会の活性化に果たした功績は多
大であり、不偏不党な職務の遂
行は、議会内外から現在も高く
評価されています。

旭日小綬章
����さん
（中台）

元調停委員／平成６年に調停委員に就かれて以来、
１８年の長きにわたり、家事・民事紛争の解決に尽力
されました。家事調停を主に担当され、当事者それ
ぞれの話をよく聞いて、そのケースに合った解決策
を、当事者と一緒になって探られました。「その人
たちがよりよい明日に向かうための第一歩が見つ
かったときが一番うれしかった
です」と語り、業務に当たった
１８年間については「自分の人生
勉強でした。忙しかったけれど
も、色々な人に囲まれ、充実し
た毎日でした」と振り返ってく
ださいました。 瑞宝単光章

鈴木元子さん
（菅谷）

元警察官／昭和３７年に茨城県警察に奉職され、日立
警察署で交番勤務から始まり、菅谷警察署、茨城県
警察本部、ひたちなか西警察署を経て大宮警察署の
地域課長として平成１４年３月に退職するまでの４０年
間、市民の安心安全のためにご尽力されました。
　萩谷さんは、ひたちなか西警察署勤務のときは、
東海地区交番所長を務められ、
平成１１年に起きた���臨界事故
の際は、「最前線で対策にあ
たったことが大変だった」と話
されていました。また、「職務
を続けてこられたのは妻の力が
大きい」と笑顔で語っていまし
た。

瑞宝双光章
萩谷征四郎さん
（菅谷）

元自衛官／昭和４６年４月に陸上自衛隊に入隊され、
平成１８年２月に退官するまでの３６年間、多くの期間
を施設教導隊に所属し、災害地などで川などに橋を
架ける「渡河」という業務に従事されていました。い
ざというときのため、資器材の整備や訓練を欠かさ
ずに行っていました。高岡さんは、「訓練は、三日
三晩続くものもあり、体力的に
厳しかった」と振り返っていま
した。
　また、教習所指導員として、
自衛隊の車両を運転するのに必
要な様々な免許の取得を目指す
隊員の指導にも、熱心に当たら
れていました。

瑞宝単光章
高岡正春さん
（菅谷）

元公立高等学校長／昭和４０年に大子一高に奉職さ
れ、校長としては大宮高、水戸農高を歴任し、平成
２２年からは福島県矢祭町の教育長を２年間務められ
るなど、退職後も教育に力を尽くされました。教員
になってから登山を始め、顧問を務めた山岳部を、
国体優勝をはじめ、全国大会や関東大会に導きまし
た。現在では茨城県山岳連盟会
長を務められています。また、
退職後も専門である地学分野へ
の造詣は深く、最近も日本で２
例目となる、約１６５０万年前の象
の足跡の化石を大子町で発見す
るなど、ご活躍されています。 瑞宝小綬章

二階堂章信さん
（中台）

　春の褒章・叙勲、危険業務従事者叙勲が発表されまし
た。市内では、地方自治や教育に長く貢献したかたに贈
られる春の叙勲に３人が、警察官や消防など危険性の高
い公務に励んだかたに贈られる危険業務従事者叙勲に興
野功さん（菅谷）、木村捷佳さん（菅谷）など４人がそれ
ぞれ選ばれ栄誉に輝きました。
　受章者の皆様、おめでとうございます。

平成25年
　春の褒章・叙勲、
　　危険業務従事者叙勲
　　受章おめでとうございます
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　障がいの種類（身体障がい、知的障がい、精神障がい）にかかわら
ず、障がいのあるかたが基本的人権を享有する個人としての尊厳にふ
さわしい日常生活または社会生活を営むことができるように、各種法
律や制度に基づいて障がい福祉のサービスを実施しています。

問い合わせ

社会福祉課障がい者支援グループ

�２９８－１１１１（内線１２６～１２８）

����

�������	
��
���

○指定相談支援事業所（那珂市社会福祉協議会）

 �２９５－２９４４　FAX２９５－６９３１
　障がい福祉に関する相談に総合的に対応するため、
那珂市社会福祉協議会へ委託しています。
○身体障害者相談員・知的障害者相談員

　　障がい者支援グループ（内線１２６～１２８）
　身体障害者相談員（４人）と知的障害者相談員（１
人）が市長から委託を受けて、地域での相談活動に従
事しています。
■その他の相談窓口

○茨城県福祉相談センター

 �２２１－４９９２
　児童相談所、身体および知的障害者更生相談所の機
能を統合した機関です。福祉と医療の専門スタッフに
よる相談を実施しています。

○ハローワーク水戸

 �２３１－６２２１
　障がいのあるかたの就職相談やあっ旋を行っていま
す。
○茨城障害者職業センター

 �０２９６－７７－７３７３
　障がいのあるかたの職業指導や作業、講座による訓
練など、就業に関する支援を行っています。
○障害者就業・生活支援センターＫＵＩＮＡ（クイナ）

 �２０２－２２２１
　就業面と日常生活面における支援を一体的に行って
います。

■介護給付

○居宅介護（ホームヘルプ）

　自宅で入浴や排せつ、食事などの介護をします。
○重度訪問介護

　重度の障がいがあり常に介護が必要なかたに、自宅
で入浴、排せつ、食事介助や外出時の移動介助をします。
○同行援護

　重度の視覚障がい者が外出する際に支援をします。
○療養介護

　医療の必要な障がい者で常に介護が必要なかたに、
医療機関で機能訓練や療養上の管理、看護、介護や世
話をします。
○生活介護

　常に介護が必要なかたに、施設で入浴や排せつ、食
事の介護や創作的活動などの機会を提供します。

○短期入所（ショートステイ）

　家で介護を行うかたが病気などの場合、短期間、施
設へ入所できます。
○重度障害者等包括支援

　常に介護が必要なかたのなかでも介護が必要な程度
が非常に高いと認められたかたには、居宅介護などの
障がい福祉サービスを包括的に提供します。
○共同生活介護（ケアホーム）

　共同生活場所で入浴や排せつ、食事の介護などが受
けられます。
○施設入所支援

　施設に入所するかたに、入浴や排せつ、食事の介護
などをします。

　利用の際は社会福祉課へ申請してください。なお、障がいの種類や程度等により受けられるサービスが
制限されますので事前にご相談ください。

【自立支援給付】
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■訓練等給付

○自立訓練（機能訓練・生活訓練）

　自立した日常生活や社会訓練ができるよう、一定の
期間における身体機能や生活能力向上のために必要な
訓練を行います。
○就労移行支援

　就労を希望するかたに、一定の期間における生産活
動やその他の活動の機会の提供、知識や能力の向上の
ための訓練を行います。
○就労継続支援（Ａ型＝雇用型、Ｂ型）

　通常の事業所で働くことが困難なかたに、就労の機
会の提供や生産活動その他の活動の機会の提供、知識
や能力の向上のための訓練を行います。
○共同生活援助（グループホーム）

　地域で行動生活を営むかたに、住居における相談や
日常生活上の援助をします。

■障害児通所給付

○児童発達支援（未就学児）

　日常の生活における基本的な動作の指導、集団生活
への適応訓練などの支援が受けられます。
○放課後等デイサービス（就学児）

　生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流
の促進などの支援が受けられます。

■補装具の支給

　身体障害者手帳の交付を受けているかた・障害者総
合支援法で定義された難病患者（１３０疾患および関節リ
ウマチ）のかたで、補装具を必要とするかたに支給し
ます。
○支給品目

　盲人安全つえ、補聴器、車いす、義肢など
○費用負担

　原則として１割は自己負担となります。ただし、所
得に応じて負担軽減があります。

■自立支援医療

○自立支援医療（更生医療）の給付（１８歳以上）

　医療を行うことによって障がいが改善または機能の
維持が保たれる見込みのある場合、その医療費を給付
します。
○自立支援医療（育成医療）の給付（１８歳未満）

　障がいの除去、軽減のために受ける手術等の医療費
を給付します。
○自立支援医療（精神通院医療）の給付

　精神障がいの治療上必要と認められる医療の医療費
を給付します。
※いずれの場合も原則として１割は自己負担となりま

す。ただし、所得に応じて負担軽減があります

【地域生活支援事業】
○移動支援

　屋外での移動や円滑な外出のために移動を支援しま
す。
○日中一時支援

　障がい者と介護者の日常生活を支援するため、日中
一時的に活動する場所を確保します。
○地域活動支援センター

　障がい者の自立や社会生活への参加を促すため、生
活訓練、機能訓練、創作活動、給食、入浴などのサー
ビスを提供します。

○日常生活用具の給付

　その障がいに応じた日常生活用具（特殊寝台、入浴
補助用具、たん吸引器、情報通信支援用具、ストマ装
具など）を給付するほか、住宅改修費を助成します。
○訪問入浴サービス

　身体障がい者のかたに、健康の保持と介護者の負担
軽減のため入浴車を派遣します。
○自動車運転免許取得費・自動車改造費の補助

　身体障がい者のかたで、就労等の社会参加を目的と
する場合に費用の一部を補助します。

������

○障害者手帳の交付（身体・知的・精神）
○各種手当の支給
　特別障害者手当
　障害児福祉手当
　特別児童扶養手当
　在宅心身障害者（児）福祉手当
　難病患者福祉手当
○タクシー利用助成
○医療福祉費支給制度（マル福）

○障害基礎年金の支給
○心身障害者扶養共済制度
○ＮＨＫ受信料の減免
○有料道路通行料金割引
○税金の控除・減免（所得税、住民税、自動車税など）
○公共交通運賃の割引
○紙おむつ等購入費の助成
○身障者用駐車場利用証の交付

　それぞれ該当する要件や手続きがあります。お問い合わせの際は、担当窓口に取り次ぐことがあります。
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児
童
手
当
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
と
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成

を
目
的
と
し
て
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る

か
た
に
手
当
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
児
童
手
当
に
は
所
得
制
限
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
児
童

中
学
校
修
了
前
（　

歳
到
達
後
最
初
の

１５

年
度
末
）
の
児
童

※
平
成　

年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ

１０

た
児
童

■
児
童
手
当
の
月
額
（
所
得
制
限
あ
り
）

所
得
制
限
以
内

　

３
歳
未
満　

一
律　

１
万
５
０
０
０
円

　

３
歳
以
上

　
　

第
１
子
・
２
子　

１
万
円

　
　

第
３
子
以
降　
    
１
万
５
０
０
０
円

　

中
学
生　
　

一
律　

１
万
円　

　

所
得
制
限
を
超
え
た
か
た

　
　
　
　
　
　

一
律　

５
０
０
０
円

※
子
ど
も
の
数
は
、　

歳
到
達
後
最
初
の

１８

年
度
末
ま
で
を
数
え
ま
す

■
支
払
時
期

　

６
月
・　

月
・
２
月

１０

　
※
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
お

　

子
様
へ
は
、
保
護
者
で
な
く
施
設
設
置

　

者
へ
の
支
給
と
な
り
ま
す

　

児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の
請
求
が

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
那
珂
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
中
学
校
修
了
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
公
務
員
の
か
た
は
勤
務
先
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。（
※
独
立
行
政

法
人
等
に
お
勤
め
の
か
た
は
、
こ
ど
も
課

で
の
請
求
に
な
り
ま
す
）

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
、
所
得

制
限
限
度
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成　

年
中
の
所
得
を
も
と
に
確
認
を

２４

し
ま
す
。
勤
務
先
で
年
末
調
整
が
お
済
み

で
な
い
か
た
、
確
定
申
告
等
を
さ
れ
て
い

な
い
か
た
は
所
得
の
確
認
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
確
定
申
告
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
１
月
１
日
に
那
珂
市

２５

に
住
民
登
録
が
な
か
っ
た
か
た
は
、
所
得

の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
１
月
１
日
に

住
所
が
あ
っ
た
市
町
村
で
『
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書
』
ま
た
は
『
住
民
税
課
税
証

明
書
』（
所
得
・
扶
養
人
数
が
記
載
し
て
あ

る
も
の
）
な
ど
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

※
『
現
況
届
』
は
、
市
か
ら
現
在
児
童
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
６
月　

日（
金
）ま
で
に
必

２８

要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
所
得
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す

�
�
�
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■平成２５年度所得制限限度額（控除後の所得）
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所得額扶養親族等
の数

６２２万円０人

６６０万円１人

６９８万円２人

７３６万円３人

７７４万円４人

８１２万円５人
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こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
２
５
２
〜
２
５
４
）

問い
合わせ
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６
月
の
児
童
手
当
定
期
払
時
に
、
那
珂

市
か
ら
手
当
を
受
け
取
っ
た
か
た
は
、

『
現
況
届
』を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
況
届
は
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状

況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な

い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
の
子
育
て
を
社
会
全
体

で
応
援
す
る
趣
旨
の
も
と
に
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

　

そ
の
た
め
、『
受
給
者
は
児
童
手
当
の

趣
旨
に
従
い
、
手
当
を
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
責
務
を
定
め
て
い

ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
手
当
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
育
料
を
児
童
手
当
か
ら
本
人

の
同
意
を
得
ず
特
別
徴
収
で
き
る
仕
組
み

や
、
学
校
給
食
費
等
を
本
人
の
同
意
に
よ

り
児
童
手
当
か
ら
徴
収
で
き
る
仕
組
み
等

も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



広報なか６月号９

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
、
市
政
運
営
の
状
況

を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
毎
年
２
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
４
・
５
月
の
出
納
整
理
期
間
に
収
入
・
支
出
の
整
理
が

で
き
る
た
め
、
最
終
的
な
決
算
額
は
５
月
末
日
に
確
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
回
は
３
月
末
現
在
に
お
け
る
予
算
の
執
行
状
況
や
市
有
財
産
の
現
在
高
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
最
終
的
な
決
算
額
に
つ
い
て
は
、「
広
報

な
か　

月
号
」
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

１１

　

一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算
現
額
合
計

に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が　
・
８
％
、

８５

支
出
済
額
の
割
合
が　

・
３
％
と
な
っ
て

７１

い
ま
す
。
支
出
済
額
の
割
合
が
や
や
低
い

の
は
、
国
の
平
成　

年
度
補
正
予
算
（
い

２４

わ
ゆ
る
大
型
補
正
予
算
）
を
受
け
、
３
月

追
加
補
正
に
よ
り
計
上
し
た
事
業
が
、
年

度
内
に
終
わ
ら
な
い
た
め
、
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
も
の
な
ど
が
あ
る
た
め
で
す
。

一
般
会
計

支出割合
（Ｂ）/（Ａ）

支出済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）歳出科目

９４．０２２１，８１４２３５，９２７議 会 費
６３．２２，０９４，００２３，３１１，８３０総 務 費
８３．０４，６９７，０１９５，６５６，７１９民 生 費
８９．４１，０６１，７７７１，１８７，３３１衛 生 費
５５．４３８９，７６４７０３，４６１農林水産業費
８２．０１５０，０２９１８３，０４９商 工 費
３４．８１，３２４，５３８３，８０５，６６８土 木 費
９３．６８９８，１９４９５９，７３７消 防 費
７８．３１，９１６，８２９２，４４９，５８４教 育 費
７３．０１，０３９，３５３１，４２３，８３５災害復旧費
９１．４１，８５７，２１１２，０３２，５９６公 債 費
７．６１，０８７１４，３２７そ の 他
７１．３１５，６５１，６１７２１，９６４，０６４合　計

■一般会計歳出予算執行状況 （単位：千円、％）

※その他…諸支出金、予備費

収入割合
（Ｂ）/（Ａ）

収入済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）歳入科目

１０２．０６，６３８，０３４６，５０５，１８６市 税
９９．４２８２，１６７２８３，８０７地 方 譲 与 税
１０２．０１４，３８４１４，１００利 子 割 交 付 金
１１１．０１１，６８７１０，５３２配 当 割 交 付 金
１１７．７３，０３２２，５７７株式等譲渡所得割交付金
９９．６４３８，３４０４３９，９９４地 方 消 費 税 交 付 金
１１８．１７３，２４０６２，０００自動車取得税交付金
１０３．２２９，７０９２８，８００地 方 特 例 交 付 金
１０４．６４，３２２，１４９４，１３４，０１３地 方 交 付 税
９９．２２６２，３８６２６４，５２６分 担 金 及 び 負 担 金
１０１．０２０３，５４７２０１，４５６使 用 料 及 び 手 数 料
５６．３１，７９５，９２９３，１９１，７６１国 庫 支 出 金
４１．４５２４，０９８１，２６５，８０７県 支 出 金
７７７．８８８，２６２１１，３４８財 産 収 入
０．２７８６３８１，１４３繰 入 金
１００．０２，４２８，７０４２，４２８，７０３繰 越 金
１１０．２５０７，５９７４６０，４４７諸 収 入
５３．６１，２１３，５８８２，２６５，３８８市 債
９５．９１１，９７０１２，４７６そ の 他
８５．８１８，８４９，６０９２１，９６４，０６４合　計

■一般会計歳入予算執行状況 （単位：千円、％）

※その他…ゴルフ場利用税交付金、交通安全対策特別交付金、
寄付金

那
珂
市
の
財
政
事
情

那
珂
市
の
財
政
事
情

那
珂
市
の
財
政
事
情

平
成　

年
度
下
半
期

24

　

歳
入
で
は
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
や

財
産
収
入
が
予
算
額
を
大
き
く
超
え
て
収

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
原
資
と
な

る
自
動
車
取
得
税
の
税
収
や
土
地
（
市
有

地
）
の
売
り
払
い
に
よ
る
収
入
が
見
込
額

を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
一
方
で
、
繰
入
金
や
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
市
債
の
収
入
割
合
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
国
庫
支
出
金
お

よ
び
県
支
出
金
の
交
付
、
市
債
の
借
り
入

れ
が
、
事
務
手
続
き
の
都
合
で
４
月
以
降

に
な
る
た
め
で
す
。



１０

　

歳
出
で
は
、
土
木
費
や
農
林
水
産
業
費

の
支
出
割
合
が
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
国
の
大
型
補
正
予
算
を
受

け
、
計
上
し
た
事
業
が
翌
年
度
に
繰
り
越

し
と
な
る
ほ
か
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計

や
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
の
支
出
が
、
事
務
手
続
き
の
都

合
で
４
月
以
降
に
な
る
こ
と
が
そ
の
理
由

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
歳
出
科
目
の
未
払

金
に
つ
い
て
は
、
※

出
納
整
理
期
間
に
支

払
わ
れ
る
予
定
で
す
。

※
出
納
整
理
期
間
と
は
、
会
計
年
度
終
了

後
の
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
５
月　
３１

日
ま
で
の
期
間
を
い
い
、
年
度
末
ま
で

に
確
定
し
た
債
権
・
債
務
を
完
了
さ
せ
、

現
金
の
未
収
・
未
払
い
の
整
理
を
行
う

期
間
で
す

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
別
に

収
支
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算

現
額
合
計
に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が

　

・
７
％
、
支
出
済
額
の
割
合
が　

・
２

７３

８２

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
下
水
道
事
業

や
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

に
お
い
て
、
県
支
出
金
の
交

付
や
市
債
の
借
り
入
れ
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

が
、
事
務
手
続
き
の
都
合
で

４
月
以
降
に
な
る
な
ど
の
理

由
で
収
入
割
合
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
下
水
道
事
業

お
よ
び
農
業
集
落
排
水
整
備

事
業
に
お
い
て
、
一
般
会
計

と
同
様
に
国
の
大
型
補
正
予

算
に
よ
る
事
業
が
、
年
度
内

に
終
わ
ら
な
い
た
め
翌
年
度

に
繰
り
越
し
と
な
る
こ
と
、

公
園
墓
地
事
業
に
お
い
て

は
、
一
般
会
計
へ
の
繰
り
出

し
が
、
事
務
手
続
き
の
都
合

で
４
月
以
降
に
な
る
こ
と
か

ら
支
出
割
合
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
那
珂
地
方

公
平
委
員
会
は
事
務
局
が
東

海
村
へ
移
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成　

年
９
月
末
で
会
計
が
廃
止
と

２４

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
の
未
払
金
に
つ

い
て
は
、
出
納
整
理
期
間
に
支
払
わ
れ
る

予
定
で
す
。

市
税
負
担
の
状
況

　

市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
直

接
・
間
接
の
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
市
税
は
、
財
政
運
営
上

極
め
て
重
要
な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正

公
平
な
賦
課
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
に
お
け
る
市

２５

３１

税
の
収
入
済
額
は
、　

億
３
８
０
３
万
４

６６

千
円
で
、
１
人
あ
た
り　

万
８
５
６
６
円

１１

を
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

１人あたりの
負担額（円）

１世帯あたりの
負担額（円）

収入済額
（千円）税　目

５１，０３７１３２，９００２，８５７，３４５市 民 税

５３，７４７１３９，９５８３，００９，０８９固 定 資 産 税

２，１３０５，５４６１１９，２４２軽 自 動 車 税

６，５５５１７，０６９３６６，９８８市 た ば こ 税

５，０９７１３，２７３２８５，３７０都 市 計 画 税

１１８，５６６３０８，７４６６，６３８，０３４合　計

■市税負担の状況

※世帯数２１，５００世帯、人口５５，９８６人（平成２５年３月３１日現在）

支出割合
（Ｃ）/（Ａ）

支出済額
（Ｃ）

収入割合
（Ｂ）/（Ａ）

収入済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）会計名

８９．２５，０３１，６８２８９．１５，０２５，２７３５，６４０，５６４国民健康保険
　（事業勘定）　

６７．６２，３８０，１１３５１．１１，７９７，７４６３，５１８，２８５下 水 道 事 業
１６．４２，５９１１０２．０１６，１１０１５，７９０公園墓地事業

６６．７８０７，５９５３７．０４４８，２１７１，２１１，５４７農業集落排水
整 備 事 業

８８．６３，４５９，９６３８１．９３，１９７，２４７３，９０５，９２４介 護 保 険
（保険事業勘定）

８４．７８７，３２１１００．０１０３，１４５１０３，１４４上菅谷駅前地区
土地区画整理事業

９６．３４６３，２８７７７．５３７２，７８４４８１，０１８後期高齢者医療
９９．８８４８９９．８８４８８５０那珂地方公平委員会
８２．２１２，２３３，４００７３．７１０，９６１，３７０１４，８７７，１２２合　計

■特別会計歳入歳出予算執行状況 （単位：千円、％）



広報なか６月号１１

市
債
現
在
高

一
時
借
入
金

市
有
財
産
現
在
高

水
道
事
業
会
計

　

市
債
は
、
大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た

際
に
、
国
や
民
間
の
金
融
機
関
な
ど
か
ら

借
り
入
れ
た
資
金
で
あ
り
、
公
債
費
と
し

て
支
出
し
返
済
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２４

１０

２５

月　

日
ま
で
に
、
公
債
費
と
し
て　

億
４

３１

１６

０
５
万
８
千
円
の
元
金
を
返
済
し
た
一
方

で
、
臨
時
財
政
対
策
債
や
教
育
債
、
下
水

道
事
業
債
な
ど　

億
７
２
５
８
万
８
千
円

１２

を
借
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成　

年
２５

３
月　

日
の
現
在
高
は
、
３
１
７
億
７
１

３１

５
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中
に
一
時

的
に
収
支
の
不
均
衡
を
生
じ
、
歳
計
現
金

が
不
足
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
金
の
不
足

を
補
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
当

該
年
度
の
歳
入
で
返
済
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２４

１０

２５

月　

日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
、
一
時

３１
借
り
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

土
地
は
、
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
地
や
竹
ノ
内
土
地
区
画
整
理
事

業
地
な
ど
の
市
有
地
の
売
却
等
に
よ
り
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

債
権
は
、
災
害
援
護
資
金
貸
付
制
度
に

よ
る
貸
付
金
の
債
権
が
増
加
し
た
も
の
の
、

自
治
金
融
資
金
預
託
金
の
回
収
な
ど
に
よ

り
、
債
権
の
総
額
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
、
減
債
基
金
や
学
校
施
設
整
備

基
金
、
公
共
施
設
整
備
基
金
な
ど
へ
の
積

み
立
て
に
よ
り
、
大
き
く
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と
同
様

に
企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
独
立

採
算
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務
の
収

支
を
示
す
も
の
で
、
主
な
収
入
は
水
道
料

金
収
入
、
支
出
は
給
水
の
た
め
の
経
費
や

人
件
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
水
道
管
の
布

設
な
ど
建
設
改
良
費
の
収
支
を
示
す
も
の

で
す
。
収
支
状
況
は
、
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
内

部
留
保
資
金
な
ど
で
補
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

執行率
（Ｂ）/（Ａ）

収入・支出済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）区　分

１０３．０１，１４９，７５８１，１１６，３１５収入
収益的収支

８７．８９８８，６５９１，１２５，８５０支出
１２６．５２４４，６９８１９３，４９３収入

資本的収支
８７．７４８７，８６２５５６，３３４支出

■水道事業会計 （単位：千円、％）

平成２５年　　
３月３１日現在増　減平成２４年　　

９月３０日現在単位区　分

１，７３５，０１２△７９１１，７３５，８０３㎡土 地
１６６，８５４０１６６，８５４㎡建 物
１３，３１９０１３，３１９千円有 価 証 券
７４，７１９０７４，７１９千円出資による権利
２０，６３７△１０，３０８３０，９４５千円債 権

６，４２８，７４７８０７，１３１５，６２１，６１６千円基 金

■市有財産現在高

※水道事業会計分は含まない

平成２５年　　
３月３１日現在増　減平成２４年　　

９月３０日現在区　分

７０，４２０△３１，４９８１０１，９１８総 務 債
２８，７２５１，３３２２７，３９３民 生 債
８３２，２７２△１１３，５８２９４５，８５４衛 生 債
２８７，３２７△２３，４１５３１０，７４２農 林 水 産 業 債
８９４，８７３△１１６，９６０１，０１１，８３３土 木 債
１２１，００００１２１，０００河 川 債

２，２３０，２１７△１１１，７３７２，３４１，９５４都 市 計 画 債
４２５，２４９△３５，２０８４６０，４５７公 営 住 宅 債
１２８，５９０△３９，２９０１６７，８８０消 防 債

２，８１９，５６６△１０６，３９８２，９２５，９６４教 育 債
６９６，３１１△７４，７６７７７１，０７８減 税 補 て ん 債
７９，５９１△７，５３２８７，１２３臨時税収補てん債

８，０４０，４３３８９８，４０５７，１４２，０２８臨 時 財 政 対 策 債
２３，５９０△５，５４９２９，１３９茨 城 県 振 興 資 金

１６，６７８，１６４２３３，８０１１６，４４４，３６３小　計

９，９６２，２４４△３８１，７６８１０，３４４，０１２下 水 道 事 業 債
３，４７３，６３２△６６，６７７３，５４０，３０９農業集落排水整備事業債
７８２，７２９△３４，５９１８１７，３２０土地区画整理事業債
８１０，３８４△８２，２３５８９２，６１９水 道 事 業 債

３１，７０７，１５３△３３１，４７０３２，０３８，６２３合　計

■市債現在高（元金） （単位：千円）

�����

財政課財政グループ
�２９８－１１１１

（内線５２２・５２３）
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　那珂市青少年相談員が改選となり、４月１９日、
中央公民館で委嘱状の交付を行いました。
　青少年期は、将来社会において重要な役割を果
たすための準備期であり、人間形成にとって大切
な時期です。
　青少年相談員は、青少年のよき理解者として相
談を受けるほか、地域親として地域の青少年活動
を支える担い手となるべく活動しています。具体
的には、青少年のための巡回や、コミュニティ育
成活動などを行っています。

氏　　名小学校区地区名

佐川　良男本米崎小

神　崎

中庭　了

横堀小
笹嶋　勲

住谷　貞子

小田倉　勝一

中嶋　直幸

額田小額　田
庄司　元次郎

武藤　まさ江

舟串　宣江

古屋　薫

菅谷小

菅　谷

木村　文子

清水　久夫

大串　猛

樫村　富雄

菅谷東小
田中　幸子

飛田　捷

小田　充

茂木　眞一

菅谷西小
小川　瑛雄

山下　ひさ代

井澤　庄治

山田　登志子

五台小五　台

小圷　眞利子

稲場　正美

三浦　力

神主　皓充

森島　栄子

坂本　君子

氏　　名小学校区地区名

関　守

戸多小戸　多
杉山　廣

根本　隆

青木　廣

青木　満夫

芳野小芳　野
宮田　のり子

大内　光

古田�　寅男

袴塚　耕二

木崎小木　崎
勝山　裕子

海野　�仁

大久保　れい子

三輪　政夫

瓜連小瓜　連

寺門　友紀

萩野谷　れい子

仲條　ゆう子

引田　武雄

大和田　かおる

佐藤　正子

（平成２５年４月１日現在）

生涯学習課社会教育グループ
�２９８－１１１１（内線８２８４）

問　い
合わせ
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ス
ズ
メ
バ
チ
※

亜
科
に
属
す
る
大
型

の
ハ
チ
の
総
称
で
、
大
き
な
も
の
に
な

る
と
４
セ
ン
チ
を
超
え
る
種
類
も
あ
り

ま
す
。
比
較
的
大
型
で
あ
る
こ
と
、
腹

部
が
黄
色
と
黒
の
シ
マ
模
様
を
し
て
い

る
こ
と
で
見
分
け
が
つ
き
ま
す
。
針
の

毒
性
は
非
常
に
強
く
、
シ
ョ
ッ
ク
状
態

に
よ
り
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

※
亜
科
…
生
物
分
類
学
上
の
単
位
の
一
つ

�
�
�
�
�
�
�
	


　

ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
家
の
軒
下
や
床

下
、
屋
根
裏
、
生
垣
な
ど
の
雨
に
当
た

り
に
く
い
場
所
を
好
ん
で
巣
を
作
り
ま

す
。
初
期
の
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
は
、

「
と
っ
く
り
」
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な

形
を
し
て
お
り
、
巣
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
、
マ
ー
ブ
ル
模
様
の
球
体
状
の

巣
と
な
り
ま
す
。
家
の
周
り
を
し
っ
か

り
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�	
�

�
�



　

ス
ズ
メ
バ
チ
は
巣
に
近
づ
く
も
の
に

対
し
て
非
常
に
攻
撃
的
で
す
。
こ
れ
は

巣
を
守
ろ
う
と
す
る
本
能
に
よ
る
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
は
特
に
活
発
に
動
き
回
り
ま
す
の

で
、
誤
っ
て
攻
撃
を
さ
れ
な
い
よ
う
、

む
や
み
に
巣
に
近
づ
か
な
い
な
ど
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
人
に
被
害
を
与
え
る
場
所

に
営
巣
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
ス
ズ
メ

バ
チ
の
巣
の
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

巣
を
発
見
し
た
場
合
は
早
め
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ス
ズ
メ
バ
チ

以
外
の
巣
、
４
ｍ
以
上
の
高
さ
に
つ
く

ら
れ
た
巣
、
屋
根
裏
お
よ
び
家
屋
を
一

部
取
り
壊
し
て
の
巣
の
駆
除
等
は
行
い

ま
せ
ん
。
電
話
帳
な
ど
を
参
考
に
専
門

業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
駆
除
を

業
者
に
委
託
し
た
場
合
、
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
に
よ
る
被
害

を
防
ぐ
た
め
巣
の
駆
除
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
構
造
物
内
部
等
に
営
巣
し
駆
除

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ス
ズ
メ

バ
チ
巣
駆
除
を
業
者
に
委
託
し
た
場

合
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
交
付
対
象

○
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除

　
（
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ
は
対
象

　

外
で
す
）

■
補
助
対
象
者

○
市
内
で
ス
ズ
メ
バ
チ
が
営
巣
し
て
い

る
土
地
ま
た
は
建
物
の
所
有
者
（
管

理
者
）
で
、
駆
除
業
者
に
委
託
し
て

巣
を
駆
除
し
た
か
た
（
個
人
が
駆
除

し
た
場
合
は
対
象
外
で
す
）

■
補
助
金
の
額

○
駆
除
費
用
の
３
分
の
１
（
上
限
５
０

０
０
円
、
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨

て
）

■
交
付
申
請

○
駆
除
後
、
補
助
金
交
付
申
請
書
に
領

収
書
な
ど
関
係
書
類
（
駆
除
前
、
駆

除
後
の
写
真
が
必
要
）
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
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ス
ズ
メ
バ
チ
に
よ
る
被
害
は
、
状
況
に
よ
り
人
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
５
月
頃

か
ら
巣
を
作
り
始
め
、
主
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
活
発
に
動
き
回
り
ま
す
。
巣
を
発
見

し
た
ら
、��
�
�
��
�
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こ
と
が
大
切
で
す
。

環
境
課
環
境
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
４
７
〜
４
４
９
）

問
い
合
わ
せ
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那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
事
業
拡
大
等
に
伴

い
、
那
珂
市
役
所
瓜
連
支
所
分
庁
舎
（
下
記
案
内
図
）

に
事
務
所
を
移
転
し
、
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
業
務

を
開
始
し
ま
す
。

　

新
事
務
所
に
は
、
総
務
、
地
域
福
祉
、
介
護
支
援
、

相
談
支
援
の
各
グ
ル
ー
プ
が
移
転
し
ま
す
。
現
在
の

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
内
の
事
務

所
は
「
社
会
福
祉
協
議
会
菅
谷
分
室
」
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
組
織
体
制
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
地

域
福
祉
の
向
上
の
た
め
各
種
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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主　な　取　扱　業　務担当グループ名

法人運営業務、企画広報啓発事業、自主財源業務（共同募金・社協
会費）　など

総務グループ

地域コミュニティ推進事業、ボランティア活動支援事業、あん・し
ん・ねっと事業（日常・災害時等の見守り）　など

地域福祉グループ

居宅介護事業、訪問介護事業、二次予防事業、障害福祉サービス事
業所運営事業　など

介護支援グループ

障がい者相談支援事業（特別・一般・基幹）、障害者虐待防止セン
ター運営業務、障がい者支援事業（団体・交流等）　など

相談支援グループ

�������	
�

地域活動支援センター事業、市民活動支援センター事業、心配ごと相談事業、ふれあい給
食サービス事業、おもちゃの図書館、社会福祉協議会会費および共同募金の収受業務、各
種申し込みの受付業務　など

■那珂市役所瓜連支所分庁舎

瓜連駅瓜連駅

総合センター総合センター
らぽーるらぽーる

瓜連駅

至水戸

至常陸大宮

ＧＳ
瓜連小

総合センター
らぽーる

サンクス

消防署

カ
ス
ミ

コ
メ
リ

118

那珂市社会福祉協議会
（那珂市役所瓜連支所分庁舎内）

■案　内　図

那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
２
９
８
・
８
８
８
１

問
い
合
わ
せ
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◆発達に関する相談は随時受け付けています。

◆詳細は、「すまいる」までお問い合わせください。

　今回は、『すまいる』で実施している『おひさま教室（個別指導）』
を紹介します。

　『おひさま教室』は、昨年度まで菅谷東小学校で実施していた『幼
児の教育相談室（幼児のこころとことばの教室）』の名称を変更し当
センターで実施しています。
　小学校就学前のお子さんとその保護者を対象にしたこの教室は、
今年４月から始まり、現在３２組の親子が通っています。教室に通っ
ている保護者の悩みは、「発音がはっきりしない」、「保育園や幼稚園
の集団生活の中でルールや約束が守
れない」、「順番を待つことができな
い」など、お子さんが生活をする中
で、何らかの不安を感じていること
です。
　『おひさま教室』は、こどもの発育
に応じて、得意なところを伸ばし、
苦手なところをサポートする遊びの
教室です。

那珂市行政相談委員

住　所氏　名

門　部勝　山　文　久

菅　谷小　森　友　子

瓜　連佐　藤　敏　弘

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
い
て
、
民
間
有
識
者

の
か
た
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
、
地
方
の
役
所
、
特
殊
法
人
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
し
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
納
得
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
ご
意
見
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？　
 

　
「
相
談
し
た
い
が
、
ど
こ
の
窓
口
に
行
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」 

　
「
苦
情
を
言
い
た
い
が
、
直
接
窓
口
に
言
い
た
く
な
い
」 

　
「
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
そ
の
措
置
に
納
得
で
き
な
い
」 

　

こ
ん
な
と
き
は
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　

行
政
相
談
委
員
は
、
相
談
や
苦
情
な
ど
を
受
け
付
け
、
中
立
か
つ
公
平
な
立
場
で

相
談
者
の
か
た
に
助
言
し
た
り
、
関
係
機
関
に
相
談
の
内
容
を
連
絡
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
問
題
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。

　

相
談
日
の
日
程
は
、
広
報
な
か
「
お
し
ら
せ
版
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�	


�
�



�
�
�
�
�
�
�	


�
�



◆相談時間　午前８時３０分～午後５時

◆休　　館　土・日曜日、祝日、年末年始

�������	
��
�

小学校に就学前までのお子さんとその保
護者に、指導員と親子の１対１で行う遊
びの教室です。必要に応じて小集団の遊
びも行います。

秘
書
広
聴
課
市
民
相
談
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

問
い
合
わ
せ



１６
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５
月
２
日
、
那
珂
市
役
所
に
お
い

て
、
那
珂
市
と
那
珂
市
歯
科
医
師
会
の

間
で
、
茨
城
県
歯
科
医
師
会
長
森
永
和

男
様
に
立
ち
会
い
を
い
た
だ
き
、
災
害

時
の
歯
科
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

防
災
協
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

　

年
に
地
区
歯
科
医
師
会
と
行
政
間
に

２０お
い
て
、
茨
城
県
初
の
防
災
協
定
が
締

結
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災

の
反
省
か
ら
、
新
た
に
茨
城
県
と
茨
城

県
歯
科
医
師
会
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た

協
定
に
基
づ
き
見
直
し
を
図
り
、
県
内

初
の
市
町
村
行
政
と
の
協
定
締
結
と
な

り
ま
す
。

　

新
た
に
、
那
珂
市
歯
科
医
師
会
の
活

動
項
目
と
し
て
、
歯
科
医
療
救
護
チ
ー

ム
、
口
腔
ケ
ア
チ
ー
ム
、
個
人
識
別（
身

元
確
認
）
チ
ー
ム
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
、

救
護
拠
点
と
な
る
歯
科
医
院
を
指
定
し

ま
し
た
。

○
歯
科
医
療
救
護
チ
ー
ム

災
害
発
生
初
期
に
お
け
る
、
ト
リ

ア
ー
ジ
作
業
、
救
急
処
置
等
対
応

○
口
腔
ケ
ア
チ
ー
ム

　

避
難
所
に
お
け
る
、
口
腔
ケ
ア
お
よ

　

び
歯
科
治
療
等
対
応

○
個
人
識
別
（
身
元
確
認
）
チ
ー
ム

　

身
元
不
明
者
の
口
腔
内
所
見
採
取
な

　

ら
び
に
歯
科
治
療
歴
か
ら
の
身
元
特

　

定
対
応

　

ま
た
、
通
信
手
段
、
茨
城
県
歯
科
医

師
会
、
茨
城
県
と
の
防
災
指
揮
系
統
を

統
一
し
、
災
害
時
の
素
早
い
対
応
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
、
災
害
時
に
何

が
で
き
る
か
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
と
準

備
が
肝
心
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
が
今

後
有
効
に
効
力
を

発
揮
で
き
る
よ

う
、
那
珂
市
歯
科

医
師
会
で
は
対
応

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

���� ������

那珂市歯科医師会会長
小林デンタルクリニック
小林克男　先生

��������	
��
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消防本部警防課　�２９５－２１１５問い合わせ

※　　　　　看板設置済みの臨時離着陸場

■救急一口メモ
　○ドクターヘリはどこに着陸するの？・・・救急現場に近い臨時離着陸場に着陸します
　○ドクターヘリの搬送費用はかかるの？・・・ヘリコプター搬送に対して費用はかかりません
　○医療費はどうなるの？・・・救急現場で受けた医療行為に対しては、一般の病院で受ける場合のように医療

保険の範囲内で医療費がかかります

施　設　名№
本米崎小学校１
横堀小学校２
額田小学校３
菅谷小学校４
菅谷東小学校５
菅谷西小学校６
五台小学校７
戸多小学校８
芳野小学校９
木崎小学校１０
第一中学校１１
第二中学校１２

施　設　名№
第三中学校１３
第四中学校１４
瓜連中学校１５
那珂総合公園（多目的広場）１６
ふれあいの杜公園１７
神崎グラウンド１８
瓜連グラウンド１９
宮の池公園グラウンド２０
ふれあいセンターごだい２１
水戸農業高校２２
那珂高校２３
那珂総合公園（野球場）２４

■ドクターヘリ臨時離着陸場２４か所 （平成２５年４月１日現在）

設置した看板（宮の池公園グラウンド）



広報なか６月号１７
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染等の基準を下回っています。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　４月１５日から５月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場および芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。

��������	
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○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

５月８日０．０８２本米崎小学校

学校教育課

５月８日０．０８３横堀小学校

５月７日０．０６９額田小学校

５月７日０．０７９菅谷小学校

５月７日０．０７９菅谷東小学校

５月７日０．０９２菅谷西小学校

５月７日０．０８３五台小学校

５月７日０．０９３戸多小学校

５月７日０．０８９芳野小学校

５月７日０．０７５木崎小学校

５月７日０．１００瓜連小学校

５月８日０．０７７横堀幼稚園

５月７日０．０７２額田幼稚園

５月７日０．０７８菅谷幼稚園

５月７日０．１０３菅谷西幼稚園

５月８日０．１０４五台幼稚園

５月１０日０．０９０芳野幼稚園

５月７日０．０６８那珂第一中学校

５月７日０．０９６那珂第二中学校

５月７日０．０７４那珂第三中学校

５月７日０．０６１那珂第四中学校

５月７日０．０７６瓜連中学校

５月７日０．０８４茨城学園

５月９日０．０６０ナザレ幼稚園

５月７日０．０９８さいせい幼稚園

５月１０日０．０８０大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

５月８日０．０９３保健センター（ひだまり）健康推進課

５月５日０．０９２中央公民館

生涯学習課

５月２日０．０９４図書館

５月８日０．０９９那珂総合公園

５月５日０．１０２歴史民俗資料館

５月８日０．０９９ふれあいの杜公園

５月８日０．０８５ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
５月８日０．１０１ふれあいセンターごだい

５月８日０．０８７ふれあいセンターよしの

５月８日０．０９６総合センターらぽーる

５月８日０．１０６那珂聖苑那珂聖苑

５月８日０．１０３中谷原公園
都市計画課

５月８日０．０８９宮の池公園

５月７日０．０９０一の関ため池親水公園
商工観光課

５月７日０．１０３静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

５月７日０．０８１菅谷保育所

こども課

５月９日０．０７４額田保育所

５月８日０．０９５ゆたか保育園

５月７日０．０９７かしま台保育園

５月９日０．０８０ごだい保育園

５月８日０．０８６瓜連保育園

５月７日０．０８６子育て支援センター
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�　
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
て
選
挙
運
動
用
の
文
書
図
画
を
頒
布
で
き
る
の
は
、
候
補
者
と

政
党
等
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
有
権
者
が
選
挙
運
動
用
電
子
メ
ー
ル
を

送
信
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
候
補
者
や
政
党
等
か
ら
電
子
メ
ー
ル
が

送
ら
れ
て
き
て
も
、
他
に
転
送
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
違
反
し
た
者
に
は
、
罰
則

の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

� 　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
普
及
に
よ
り
、
選
挙
運
動
期
間
に
お
け
る
候
補
者
に
関
す
る
情
報

の
充
実
、
有
権
者
の
政
治
参
加
の
促
進
等
を
図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
た

選
挙
運
動
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。

　

現
行
の
公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
の
公
正
、
候
補
者
間
の
平
等
を
確
保
す
る
た
め
、
選
挙

運
動
期
間
中
に
行
わ
れ
る
文
書
図
画
の
頒
布
・
掲
示
そ
の
他
の
選
挙
運
動
に
つ
い
て
一
定
の

規
制
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
情
報
の
伝
達
も
、
文
書
図
画
の

頒
布
に
当
た
る
も
の
と
し
て
規
制
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
選
挙
期
間
に
入
る
と
、
候
補
者
や
政
党
が
自
ら
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
更
新
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
電
子

メ
ー
ル
に
よ
る
選
挙
運
動
も
で
き
な
い
と
い
っ
た
不
都
合
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
こ
の
よ
う
な
不
都
合
を
解
消
す
る
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
	


�
�


�
�
�



�　
選
挙
運
動
の
定
義
は
、
判
例
・
実
例
に
よ
る
と
、「
特
定
の
選
挙
に
つ
い
て
、
特
定
の

候
補
者
の
当
選
を
目
的
と
し
て
、
投
票
を
得
ま
た
は
得
さ
せ
る
た
め
に
直
接
ま
た
は
間

接
に
必
要
か
つ
有
利
な
行
為
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
選
挙
の
公
示
・
告
示
日
か
ら
選

挙
期
日
の
前
日
ま
で
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
が
解
禁

に
な
っ
て
も
、
定
義
や
期
間
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
示
・
告
示
日
前
や
選
挙

当
日
の
選
挙
運
動
は
一
部
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
候補者・
政党等
以外の者

候補者政党等できること／できないこと

○○○ホームページ、ブログ等
ウェブサイト
等を用いた
選挙運動

○○○SNS（フェイスブック、ツイッター等）※１
○○○政策動画のネット配信

 　△※２ 　△※２ 　△※２政見放送のネット配信
×○○選挙運動用電子メールの送信

電子メール
を用いた
選挙運動

×○○選挙運動用ビラ・ポスターを
添付した電子メールの送信

× 　△※３ 　△※３送信された選挙運動用電子
メールの転送

×××
ウェブサイト上に掲載・選挙運動用電子
メールに添付された選挙運動用ビラ・ポス
ターを紙に印刷して頒布（証紙なし）

×××選挙運動用の広告
有料インター
ネット広告 ××○選挙運動用ウェブサイトに

直接リンクする広告
×××挨拶を目的とする広告

※１　メッセージ機能を含む
※２　著作隣接権者（放送事業者）の許諾があれば可
※３　新たな送信者として、送信主体や送信先制限の要件を満たすことが必要

■改正後の選挙運動・政治活動の可否一覧

■詳しくは、総務省ホームページ（インターネット選挙運動の解禁に関する
情報）をご覧ください。
URL：http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo10.html

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
の
解
禁
に
よ
り
、
誰
で
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
利
用
す
る
方

法
に
よ
り
選
挙
運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
等
に
は
、
公
開
者
に
連
絡
を
す
る
際
に
必
要
な
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
を
表
示
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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選
挙
運
動
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
候
補
者
・
政
党
等
か
ら
届
い
た
選
挙
運
動
用
電

子
メ
ー
ル
等
の
選
挙
運
動
用
の
文
書
図
画
を
印
刷
し
て
、
頒
布
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

違
反
し
た
者
に
は
、
罰
則
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。
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広報なか６月号１９

甚
二
郎�
狐�
の
陶
像
が
奉
納

き
つ
ね

　

５
月　

日
、
稲
荷
神
社
（
本
米

１３

崎
）
に
笠
間
市
の
陶
芸
家
高
橋
協

子
さ
ん
か
ら
、
甚
二
郎
狐
の
陶
像

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
話
「
四
匹
の
き
つ
ね
」
は
、

川
、
野
、
山
、
海
を
守
り
人
々
に

尊
敬
さ
れ
た
四
兄
弟
の
お
話
で
、

長
男
の
源
太
郎
狐
は
「
瓜
連
城
」

に
、
次
男
の
甚
二
郎
狐
は
「
米
崎

城
」に
、
三
男
の
紋
三
郎
狐
は「
笠

間
城
」
に
、
四
男
の
四
郎
介
狐
は

「
湊
城
」
の
守
り
神
と
な
り
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
の
稲
荷
神
社
と
し

て
、
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
一
中
が
、「
平
成　

年
度
科

２５

学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表

彰　

創
意
工
夫
育
成
功
労
学
校

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

那
珂
一
中
で
は
、
理
科
室
の
環

境
を
整
備
し
、
生
徒
が
研
究
に
取

り
組
み
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
し
て
お
り
、
発
明
工
夫
展

や
科
学
作
品
展
で
、
茨
城
県
や
全

国
へ
推
薦
さ
れ
る
作
品
を
製
作
す

る
生
徒
も
出
て
い
ま
す
。

　

理
科
分
野
へ
の
総
合
的
な
取
り

組
み
の
積
み
重
ね
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

那
珂
一
中
の
科
学
へ
の
取
り
組
み
に
表
彰

曲
が
り
屋
で
端
午
の
節
句
展

　

４
月　

日
〜
５
月
６
日
の
期

２３

間
、
市
役
所
前
の
曲
が
り
屋
で

「
つ
る
し
飾
り
で
端
午
の
節
句

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と
幸
せ
を
願
い
、
手
づ
く
り
の
こ

い
や
か
ぶ
と
、
桃
太
郎
、
金
太
郎

な
ど
の
人
形
や
那
珂
市
の
花
、
ひ

ま
わ
り
の
つ
る
し
飾
り
約
２
５
０

本
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
親
子
は
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
、
近
づ
い
て
一
つ
ひ
と

つ
の
飾
り
を
じ
っ
く
り
と
見
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

世
界
の
頂
点
に
立
つ

　

４
月　

日
〜　

日
に
東
京
体
育

２６

２８

館
で
開
か
れ
た
「
２
０
１
３
国
際

親
善
空
手
道
選
手
権
大
会　
　

歳
１２

男
子　

㎏
の
部
」
で
優
勝
し
、
世

－５０

界
一
と
な
っ
た
助
川
遼
さ
ん
（
瓜

連
中
１
年
）
が
、
５
月　

日
に
海

１３

野
市
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
方
・
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
の
入
賞
者
の
み
が
出
場
で

き
、
海
外
か
ら
も
選
手
が
出
場
す

る
高
レ
ベ
ル
な
大
会
で
す
。
４
歳

か
ら
極
真
会
館
那
珂
道
場
で
空
手

を
始
め
、
現
在
は
初
段
と
い
う
助

川
さ
ん
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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４月１５日～５月１４日（敬称略）

木村　純 ３，２００円
匿名 １，４００円
匿名 ２００円
野木　利三郎 １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２９８－８８８１

� 人の動き �
那珂市の人口（５月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，５７８人 （＋２７）
　女　　　２８，４４７人 （＋１２）
　計　　　５６，０２５人 （＋３９）
世帯数　　２１，５２６世帯　（＋２６）

○出生　３４人
○死亡　４６人

（４月１日～３０日）

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） １期

○介護保険料（普通徴収） ２期

納期限：７月１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ

�２９８－１１１１　内線１７３・１７４

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９９５人

　（平成２５年４月末現在・

 前月比２８９人増）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億８，６４０万円

　（平成２５年４月・

 前月比５６０万円減）
※皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

�������	
��
����

�������	
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���

　５月１５日、那珂市環境審議会勝
井会長から海野市長へ、第２次那
珂市環境基本計画（案）に対する
答申書が手渡されました。

�������	


������

　自衛官募集相談員の任期満了に
伴い、那珂市長および自衛隊茨城
地方協力本部長との連名で、５人
の相談員を委嘱しました。
　任期は、平成２５年４月１日から
平成２７年３月３１日までの２年間で
す。

◆自衛官募集相談員

　（順不同、敬称略）
　植田　浩（東木倉）
　野上　一朗（横堀）
　寺門　利光（飯田）
　藤咲　富男（菅谷）
　萩野谷　静男（中里）

◆自衛官募集相談員の皆さん（海野市長、
自衛隊茨城地方協力本部長とともに）

�������	
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　５月２日、那珂市は那珂市歯科
医師会と「災害時の歯科医療救護
についての協定」を締結しました。
　那珂市歯科医師会とは、平成２０
年に県内で初めて｢災害時の歯科
医療救護活動に関する協定｣を締
結しましたが、茨城県が東日本大
震災などを踏まえ、歯科医療救護
の対応を強化した協定を締結した
ことにならって、今回、新たな協
定を締結しました。



広報なか６月号２１

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

７日　ルリア記念クリニック（中里）

�２９６－３３３３

１４日　那珂記念クリニック （中台）

�３５３－２８００

１５日　たに内科クリニック （古徳）

�２２９－０７２１

２１日　小宅内科医院科 （菅谷）

�２９８－００５０

２８日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）

�２９５－５３８６

■診療時間／９：００～１１：３０

※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話でお問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい 

７月の休日当番医

日時／７月１６日（火）１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／事前に予約してください。
費用／無料
その他／同じ事案について再度の相談

はご遠慮ください。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／７月３日（水）、１０日（水）、
　　１７日（水）、２４日（水）、
　　３１日（水）
９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（総合保健福祉

センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

法律相談
　農地（田・畑）に雑草が繁茂して、
近隣の農地や生活環境に影響を及ぼす
箇所が見受けられます。ご自分の所有
または借り受けている農地は、草刈
り、耕起等を行い周囲に迷惑をかけな
いよう、適正な管理をお願いします。
問い合わせ／

農業委員会事務局

�２９８－１１１１　内線２４０

　那珂市では、Twitter（ツイッター）、
Facebook（フェイスブック）を利用し
た情報発信を４月から開始しました。
　イベントや観光をはじめ、市からの
様々な情報を配信していきます。
○那珂市Twitter公式アカウント
「naka_city」
http://twitter.com/naka_city
○那珂市公式Facebook
https://www.facebook.com/nakacity.
official
問い合わせ／

秘書広聴課広報グループ

�２９８－１１１１　内線４２５

心配ごと相談

農地の適正な管理について

那珂市公式Twitter・Facebook
を開始しました
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　ＮＨＫ大河ドラマ『八重の桜』コー
ナーに続き、５月から１番・２番書架
に新しいコーナーを設置しました。
　『経済とくらし～今後のアベノミク
スを考える～』と『歴代本屋大賞』の
コーナーです。ぜひ、ご覧になってく
ださい。
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　今日は遠足日和。どろぼうたちは、
ウキウキとおにぎりを持って緑の山へ
出かけます。と
ころが刑事さん
たちと出会って
しまい…。クス
クスと笑える楽
しいお話。悪い
ことはできませ
ん…。

『くうこうではたらくくるま』／
　　　　　　　  　こもりまこと 著
『つなのうえのミレット』／
エミリー・アーノルド・マッカリー著
『はこちゃん』／江頭路子 著
『くらやみこわいよ』／
　　　　　  ジョン・クラッセン 著
『ゆけ！ウチロボ！』／
　　　　　  　よしながこうたく 著

������ �	
��

■コメント
　夏野菜をたくさん食べましょう。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（成人食部会）

高野いな代さん

■作り方
①玉ねぎは繊維に沿って３㎜幅のくし型、ピーマンは薄い輪切り、きゅう
りは３㎜の斜め薄切りにし細切り、トマトはくし形にそれぞれ切る。

②Ｂ合わせ酢の材料を大きめのボウルに混ぜ合わせておく。
③豚肉を３㎝角に切り別のボウルに入れ、Ａの材料をもみ込み、溶き卵を
加え混ぜる。

④片栗粉を全体にまぶし、油で揚げる。
⑤②のボウルに④を熱いうちに入れてからめ、①を加えて混ぜる。器にレ
タスを敷いて盛り付ける。

�������	

��
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【ＣＤ】
『レ・ミゼラブル　サウンドトラック』
『時のシルエット』／ａｉｋｏ
『ビリーヴ』／CheNell
『THE GREATEST HITS』／
　　　　ホイットニー・ヒューストン
『夏目友人帳主題歌集』
【ＤＶＤ】
『コクリコ坂から』
『ペネロピ』
『ライフ・イズ・ビューティフル』
『世界遺産 平泉 金色堂の謎を追う』
『カーネーション（NHK朝ドラ）前編・
後編』

���������	


土金木水火月日
６５４３２１
１３１２１１１０９８７
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３１３０２９２８

休館日

������������������

■材料（２人分）
　新玉ねぎ（中） ……………… １個
　豚もも肉　 ………………… １６０ｇ
　ピーマン（赤・緑） …… 各１／２個
　きゅうり ………………… １／２本
　トマト …………………… １／２個
　ニンジン …………… 千切り少々
　しょうが（すりおろし） …… １０ｇ
　砂糖・しょうゆ ……… 各小さじ１
　こしょう …………………… 少々

　黒酢 …………………… 大さじ２
　砂糖・しょうゆ …… 各大さじ１
　ごま油 ……………… 小さじ１／２
　溶き卵 …………………… １／２個
　レタス ……………………… ３枚
　片栗粉 ………………… 大さじ３
　揚げ油 ……………………… 適量

■１人分３８０kcal／塩分１．５ｇ

�
�
�
��Ａ

�
�
�
��

Ｂ
合
わ
せ
酢

　おはなし会
７日・２１日：午後２時～
１８日：午前１０時３０分～　２６日：午後３時～

新たまねぎの酢豚
ヘルスメイトさんが作る健康料理�
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戸
崎 

鈴
木　
　

実
桜 

拓
也

杉 

二
宮　
　

結
菜 

知
之

菅
谷 

粕
谷　
　

篤
志 

潤
之

菅
谷 

古
市　
　

愛
佳 

佳
弘

竹
ノ
内 

大
塚　
　

碧 

淳
一

瓜
連 

寺
門　
　

莉
穂 

智
之

菅
谷 

樋
口　
　

凛
音 

勇
樹

中
台 

齋
藤　
　

翔
太 

伸
之

額
田
南
郷 

和
田　
　

早
織 

真
佳

菅
谷 

塙　
　
　

劉
惺 

勁
亮

菅
谷 

林　
　
　

咲
生
香 

明
宏

額
田
南
郷 

徳
川　
　

未
桜 

元
浩

菅
谷 

吉
原　
　

彩
世 

秀
一

飯
田 

田
中　
　

泰
亮 

美
裕
姫

菅
谷 

小
倉　
　

春
紀 

学

後
台 

栗
原　
　

春
汰 

春
行

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

本
米
崎 

萩
野
谷　

寅
雄 

　

歳
８７

額
田
南
郷 

白
土　
　

幸
夫 

　

歳
８８

菅
谷 

齋
藤　
　

貫 

　

歳
８３

瓜
連 

相
田　
　

裕
二
郎 

　

歳
８８

飯
田 

小
徳　
　

行
男 

　

歳
７０

堤 

小
堆　
　

弘
二 

　

歳
７４

額
田
南
郷 
�
谷　
　

利
男 

　

歳
８８

竹
ノ
内 

川
上　
　

幸
子 

　

歳
５５

南
酒
出 

片
岡　
　

和
子 

　

歳
７７

額
田
東
郷 

澤
畑　
　

克
巳 

　

歳
８７

本
米
崎 

関　
　
　

み
の 

　

歳
９５

飯
田 

�
畠　
　

い
く 

　

歳
１０１

菅
谷 

塙　
　
　

一
郎 

　

歳
９９

菅
谷 

加
藤　
　

次
男 

　

歳
８８

戸
崎 

小
田
倉　

京
子 

　

歳
９０

鴻
巣 

細
谷　
　

美
代
子 

　

歳
５４

北
酒
出 

鈴
木　
　

好
教 

　

歳
５８

菅
谷 

飛
田　
　

弘�
 

　

歳
５２

菅
谷 

江
田　
　

貞�
 

　

歳
８５

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

内
田　
　

直
悠 

裕
介

鴻
巣 

関　
　
　

大
翔 

聡
志

菅
谷 

宮
田　
　

か
さ
ね 

英
明

菅
谷 

設
楽　
　

悠
智 

哲
史

菅
谷 

後
藤　
　

伊
吹 

允

額
田
南
郷 

阿
部　
　

舞
桜 

健
太

戸
崎 

桧
山　
　

蒼
志 

裕
一

額
田
南
郷 

田
尻　
　

拓
己 

哲
也

津
田 

堀
内　
　

颯
真 

直
人

菅
谷 

山
口　
　

太
朗 

寛
太

横
堀 

木
野
内　

心
娃 

智
行

菅
谷 

安
島　
　

瑠
希 

哲
也

菅
谷 

大
谷　
　

恭
太
郎 

光
主

竹
ノ
内 

樫
村　
　

春
輝 

寿
一

戸
籍
の
ま
ど

�

�
月�

日
�
�
月�

日
届
出

��

���
敬
称
略
�

お
め
で
た

瓜
連 

鈴
木　
　

さ
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歳
８４

下
江
戸 

秋
山　
　

松
男 

　

歳
８０

竹
ノ
内 

�
岡　
　

光
枝 

　

歳
９２

戸 

�
橋　
　
�
美 

　

歳
９２

後
台 

海
野　
　

國
男 

　

歳
７１

戸 

助
川　
　
�
雄 

　

歳
８０

後
台 

伊�
　
　

ふ
く
江 

　

歳
９１

菅
谷 

柏　
　
　

良
一 

　

歳
９１

戸 

川
和
田　

耕 

　

歳
６２

飯
田 

綿
引　
　

志
な 

　

歳
９２

鴻
巣 

海
野　
　

正 

　

歳
１００

額
田
北
郷 

中
原　
　

誠
二 

　

歳
８９

後
台 

福
田　
　

恒
夫 

　

歳
８４

菅
谷 

望
月　
　

次
雄 

　

歳
７１

本
米
崎 

小
田
倉　

芳
男 

　

歳
７６

本
米
崎 

会
沢　
　
�
男 

　

歳
８０

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す

お
く
や
み

【俳　句】あせび句会

あ
ふ
れ
て
は
岩
走
る
水
温
み
け
り 

桜　

井　

筑　

蛙

梅
が
香
の
ま
だ
幼
く
て
い
と
し
く
て 

高　

畠　

久
美
子

桜
咲
く
輪
投
げ
の
老
ら
意
気
盛
ん 

益　

子　

春　

子

花
筵
愛
称
・
旧
姓
飛
び
交
へ
り 

雨　

宮　

文　

枝

麗
ら
か
や
山
頂
よ
り
見
る 
鳶 
の
輪 

�
　

野　

祝　

子

と
ん
び

春
休
み
笑
顔
に
の
ぞ
く
永
久
歯 

宇
佐
美　

和　

子

畦
の
径
小
さ
き
な
づ
な
の
花
の
白 

大　

森　
　
　

満

咲
き
満
ち
て
歌
う
が
ご
と
し
紫
木
蘭 

飯　

島　

京　

子

若
駒
の
小
躍
る
仕
種
山
の
牧 

藤　

岡　

み
ち
子

す
べ
り
台
辛
夷
の
中
を
す
べ
り
降
り 

筒　

井　

か
よ
子

青
空
を
カ
ン
バ
ス
と
し
て
花
こ
ぶ
し 

浅　

野　

と
し
子

前
菜
の
四
種
の
ひ
と
つ
木
の
目
和
え 

松　

井　

節　

子

早
春
の
小
枝
片
手
に
フ
ッ
ト
パ
ス 

小　

澤　

佐　

代

【短　歌】ときわ短歌会　片岡明選
 
吃  
水 
の
底
よ
り
見
上
ぐ
る
観
衆
に
更
地
を
走
る
砂
塵
の
襲
う 

川　

上　

恵
美
子

き
っ 
す
い

市
街
地
に
入
る
や
汽
笛
を
幾
た
び
も
鳴
ら
し
Ｓ
Ｌ
バ
ス
の
通
れ
り 

加　

藤　
　
　

要

神
風
と
言
わ
れ
命
を
捧
げ
し
と
う
聞
き
て
身
の 
箍 
締
め
な
お
し
た
り 

山　

屋　

勝　

代

た
が

春
雨
が
緑
を
ぬ
ら
し
除
草
後
の
庭
一
面
を
均
ら
し
続
け
り 

大　

森　

勝　

代

玄
関
の
上
が
り 
框 

か
ま
ち

に
腰
下
ろ
し
花
見
に
行
く
と
う 
夫 
の
靴
磨
く 

武　

田　

八
重
子

つ
ま

東
北
ゆ
移
り
来
し
と
う
老
い 
女 
の
自
己
紹
介
す
る
仏
語
教
室 

や
ま
と　

ち
ず
る

ひ
と

薫
風
に
夫
の
仕
事
着
ひ
る
が
え
り
健
康
体
の
続
く
を
願
う 

梅　

沢　

悦　

子

杉
森
の
花
粉
飛
散
が
終
息
し
な
べ
て
み
ど
り
に
衣
替
え
た
り 

片　

岡　
　
　

明

黄
帽
子
の
あ
い
さ
つ
響
く
交
差
点
お
ま
わ
り
さ
ん
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ 

赤　

塚　

満　

夫

凛
と
し
て
喪
主
を
つ
と
め
る
友
の
手
に
か
た
く
握
ら
る
る
白
き
ハ
ン
カ
チ 

武　

田　

八
重
子

高
き
柵
に
囲
ま
れ
際
立
つ
レ
プ
リ
カ
の
一
本
松
は 
強  
風 
に
も
揺
れ
ず 

川　

上　

恵
美
子

か 

ぜ




